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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 11月 8日 (2005.11.8)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 各 組 の 吸 着 パ ッ ド １ ０ に つ い て 説 明 す る 。
　 先 ず 、 各 吸 着 パ ッ ド １ ０ は 図 示 の も の に お い て は 、 外 側 吸 着 パ ッ ド １ ０ ａ と こ れ よ り 一
周 り 小 さ い 内 側 吸 着 パ ッ ド １ ０ ｂ が 二 重 に 重 ね 合 わ せ て あ り 、 各 吸 着 パ ッ ド １ ０ ａ 、 １ ０
ｂ は 強 靭 な 鋼 板 性 の 上 下 ２ 枚 の 支 持 板 １ １ お よ び １ ２ に よ っ て 、 弾 性 の あ る ゴ ム 板 （ 軟 質
合 成 樹 脂 、 弾 性 合 成 樹 脂 を 含 む ） １ ３ を 挟 持 し て 、 支 持 部 １ ４ が そ れ ぞ れ 構 成 さ れ て お り
、 こ の 支 持 体 １ ４ は 山 形 に 湾 曲 し た 部 分 円 筒 形 状 の 二 次 曲 面 に 形 成 し て あ り 、 支 持 部 １ ４
の 平 面 形 状 は 概 ね 楕 円 乃 至 長 円 形 状 と し て あ る 。
　 図 ２ に 示 す 態 様 に 於 い て は 外 側 吸 着 パ ッ ド １ ０ ａ の 下 側 の 支 持 板 １ ２ と 内 側 吸 着 パ ッ ド
１ ０ ｂ の 上 側 支 持 板 １ １ と は 一 体 化 し た 支 持 板 １ ２ ａ と し て あ る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 実 施 の 形 態 １ 、 ２ 及 び 後 述 の 実 施 の 形 態 ３ ， ４ に お い て 、 前 記 第 1減 圧 ラ イ ン ３ ０ 及 び
第 ２ 減 圧 ラ イ ン ３ １ の 途 中 に は そ れ ぞ れ 若 し く は 任 意 の 数 の 吸 着 パ ッ ド を 一 グ ル ー プ と し
て 或 い は 一 括 し て 、 真 空 タ ン ク ３ 寄 り よ り 、 吸 着 用 電 磁 弁 ３ ２ 、 フ イ ル タ ー ３ ３ 、 手 動 ス
ラ イ ド 弁 ３ ４ が 接 続 し て あ る （ 図 ５ 参 照 ） 。 各 減 圧 ラ イ ン ３ ０ 、 ３ １ は 本 体 フ レ ー ム １ に
添 っ て 、 ホ ー ス 又 は パ イ プ で 設 け て も よ い が 、 本 体 フ レ ー ム 1自 体 の 一 部 を 仕 切 っ て 、 各
減 圧 ラ イ ン と す る 場 合 も あ る 。
　 ま た 各 手 動 ス ラ イ ド 弁 ３ ４ を 個 々 の 外 側 及 び 内 側 吸 着 パ ッ ド １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ の そ れ ぞ れ
に 設 け る 場 合 は 、 こ れ ら 各 吸 着 パ ッ ド １ ０ ａ 、 １ ０ ｂ に 対 し 、 前 記 手 動 ス ラ イ ド 弁 ３ ４ と
並 列 に 外 気 開 放 弁 ３ ５ を 設 け る 場 合 も あ る 。



　 前 記 の 外 気 開 放 弁 ３ ５ は 独 立 し て 設 け る こ と な く 、 前 記 手 動 ス ラ イ ド 弁 ３ ４ 又 は 吸 着 用
電 磁 弁 ３ ２ を 三 位 置 制 御 弁 （ 図 ５ 参 照 ） ま た は 二 位 置 制 御 弁 と し 、 そ の う ち の 一 つ 位 置 に
お い て 真 空 タ ン ク ３ 側 を 閉 じ 、 外 気 側 を 開 放 す る も の を 用 い て も よ い 。
　 ま た 、 外 気 開 放 弁 ３ ５ は 、 真 空 タ ン ク ３ 寄 り に 設 け 、 外 側 吸 着 パ ッ ド １ ０ ａ 、 又 は １ ０
ｂ 内 側 吸 着 パ ッ ド を 数 グ ル ー プ に 分 け 、 各 グ ル ー プ 別 に 開 放 可 能 で き る よ う に す る 場 合 も
あ る 。
　 こ れ ら 吸 着 用 電 磁 弁 ３ ２ 、 手 動 ス ラ イ ド 弁 ３ ４ 及 び 外 気 開 放 弁 ３ ５ は 上 記 の 例 に 限 定 さ
れ る も の で は な い 。 要 は 同 様 の 効 果 を 奏 す る も の で あ れ ば よ い 。
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